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日
本
中
国
友
好
協
会
岡
山
支

部
は
、
６
月
２３
日
、
岡
西
公
民
館

で
２
０
１
７
年
度
総
会
を
１２
人
の

参
加
で
開
催
し
ま
し
た
。 

会
は
、
宇
野
前
支
部
長
の
あ
い

さ
つ
で
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
岡
山
県
華
僑
華
人
総
会
の
劉

勝
徳
会
長
か
ら
心
の
こ
も
っ
た
連

帯
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 

第１０回「孟子」を読む 

告子篇（下） 

弓田 盛樹 

  

孟子は正しい道を説きながらも、現実社会から受け入れら

れることはありませんでした。士官を望みながらも栄達でき

ず、世間と自身の理想との対立に打ちひしがれながら最終

的には郷里に隠退することになります。 

 しかし、孟子は、「大志を果たすべき人にはかならず苦難

の時期があるものだ」と固く信じていました。その根拠として、

「舜は農夫より身を起こした。傳説（ふえつ）は工事現場から

見いだされた。膠鬲（こうかく）は魚売りから身を起こした。管

仲は囚われの罪人だった。孫叔敖（そんしゅくごう）は海辺に

隠れ住んでいた。百里奚（ひゃくりけい）は賤しい身分だっ

た」と古代の聖賢の出自を述べます。そこから、「天が人に大

任を果たさせるときは、必ずまずはその人の心を苦しめるも

のだ。それは、人の心を揺さぶることで忍耐力を増強し、これ

までできなかったこともできるようにさせるため」と力強い言葉

を語ります。 

 人は失敗を経験してこそ改めることができ、悩み苦しんでこ

そ発奮することができます。それは、国家も同様です。孟子

は、「国の中に法に従った公平な家臣、君主を諌める側近が

おらず、敵国も外患もないような国は必ず滅亡する」と断言し

ます。 

有名な「憂患に生きて安楽に死す」はここに出処がありま

す。憂患＝苦しいつらい時こそが希望にあふれ進歩発展の

道であり、安楽なときほど実は最も危険ということです。このこ

とを個人に当てはめると、自己責任論に帰結してしまいま

す。孟子の先覚性はこの道徳基準を国家に当てはめている

点にあります。 

現在の安倍政権を見ていると、台頭する中国経済に適切

な手を打てず、自分に都合のいい側近ばかりを配置し、憲

法を捻じ曲げることばかりをし、国家の内に閉じこもっていま

す。こうした人たちが、学校教育に道徳を導入したり、論語を

愛唱しているのですから驚いたものです。 

また、そもそも古代の聖賢の出自が本当に孟子の言う通りな

のかというと非常に疑わしく、証明することは不可能です。し

かし、人は誰もが聖人になれるという孟子の自覚そのものが

尊いのであって、孟子が孔子から引き継いだ思想なのです。 

日
中
岡
山
支
部
・
倉
敷
支
部
も

と
も
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

位
置
づ
け
、
２
０
１
８
年
３
月
２１

日
に
開
催
さ
れ
る
第
四
回
検
定

の
成
功
。 

最
後
に
７
月
７
日
の
盧
溝
橋
事

件
８０
周
年
の
街
頭
宣
伝
に
参
加

す
る
こ
と
を
確
認
し
て
終
わ
り
ま

し
た
。 

な
お
、
こ
の
日
は
１８
時
か
ら
岡
西

公
民
館
で
、
大
西
広
慶
応
義
塾

大
学
教
授
の
「
今
の
中
国
を
ど
う

見
る
か
」
「
―
中
国
脅
威
論
を
前

に
し
て
―
」
が
開
催
さ
れ
３５
人
が

参
加
し
ま
し
た
。 

 

 

玉
野
市
の
日
比
港
を
見
下
ろ
す

高
台
に
、
観
音
院
常
光
寺
の
鎮
魂

の
鐘
楼
が
あ
り
ま
す
。 

三
井
金
属
日
比
精
錬
所
に
強

制
連
行
さ
れ
、
あ
の
戦
争
の
終
戦

を
待
た
ず
に
命
を
落
と
し
た
中
国

人
２５
人
の
霊
が
、
こ
こ
に
眠
っ
て
い

ま
す
。 

今
年
１０
月
に
慰
霊
祭
を
行
お

う
と
、
岡
山
華
僑
華
人
総
会
を

中
心
に
そ
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

自
己
紹
介
の
後
、
２
０
１
６
年
度

の
活
動
報
告
及
び
決
算
・
監
査
報

告
が
、
各
担
当
理
事
・
監
査
よ
り

あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
２
０
１
７
年

度
の
活
動
の
す
す
め
方
、
予
算
案

が
提
案
さ
れ
、
拍
手
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。 

今
年
度
の
「
活
動
の
す
す
め
方
」
の

特
徴
を
三
点
紹
介
し
ま
す
。 

日
中
岡
山
支
部
総
会
開
く 

―
憲
法
施
行
７０
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
運
動
を
― 

 

第
一
点
は
、
憲
法
施
行
７０
周

年
に
ふ
さ
わ
し
く
「
憲
法
を
生
か

す
政
治
」
を
実
現
す
る
た
め
、
市

民
と
野
党
の
共
闘
を
発
展
さ
せ

「
改
憲
勢
力
の
３
分
の
２
体
制
」
を

打
ち
破
る
こ
と
を
強
調
。 

第
二
点
は
、
中
国
帰
国
者
の
現

状
（
高
齢
化
に
伴
う
医
療
・
介
護

な
ど
）
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
２

０
１
８
年
２
月
に
、
中
国
「
残
留
孤

児
国
賠
訴
訟
岡
山
訴
訟
終
結
１０

周
年
記
念
行
事
」
を
開
催
。 

第
三
点
は
、
日
中
友
好
運
動
の

柱
の
一
つ
に
「
中
国
百
科
検
定
」
を

中
国
人
強
制
連
行
者
慰
霊
祭
へ
向
け
て 

 

観
音
院
常
光
寺
の
鎮
魂
の
鐘
楼 

２
０
０
６
年
５
月
２４
日
の
慰
霊
祭

の
日
に
撮
影 

2420 

 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

７
月
１１
日
（火
）午
後
１
時
半
か
ら 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

石川 

宇野 

小川 

河井 

小林 

曽田 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

し
く
勉
強
し
て
き
た
。
逆
の
は
じ

め
て
知
っ
た
こ
と
は
、
南
沙
問
題
の

台
湾
の
進
出
、
相
続
税
が
な
い
点

(

今 

ま
で
は
必
要
な
か
っ
た
？)

、 
 

１
９
４
５
年
８
月
９
日
付
の
「
原

子
爆
弾
に
思
う
」
の
新
華
日
報
の

記
事
で 

あ
る
。
大
変
い
い
勉
強
に

な
っ
た
。
あ
と
も
う
少
し
聞
き
た

か
っ
た
の
は
現
代
中
国
の
福
祉
・
医

療
制
度
で 

あ
る
。
国
民
皆
保
険

制
度
が
な
い
た
め
に
貧
困
層
が
福

祉
・
医
療
の
恩
恵
が
受
け
ら
れ
て

い
な
い
現
状
を
教 

え
て
ほ
し
か
っ

た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

青
木
康
嘉 

点
、
例
え
ば
原
子
爆
弾
の
投
下
に

関
し
て
「
日
本
人
民
も
擬
制
者
で

あ
る
」
と
い
う
立
場
で
論
評
し
て
い

た
中
国
の
指
導
部
、
現
在
は
「
安

倍
政
権
を
支
え
て
い
る
の
は
日
本

人
で
あ
る
」
と
、
彼
ら
が
日
本
人

を
ひ
と
く
く
り
に
み
て
い
る
の
で

は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
、
安
倍
政

権
を
支
え
て
い
な
い
（
と
思
っ
て
い

る
）
私
た
ち
か
ら
見
る
と
考
え
さ

せ
ら
れ
る
問
題
で
あ
る
。 

中
国
で
、
政
府
を
批
判
す
る
言

論
表
現
者
が
拘
束
さ
れ
た
、
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
と
私
は
心
が

痛
む
。
「
言
論
、
表
現
の
自
由
」
を

失
っ
て
は
な
ら
な
い
と
日
本
で
私

た
ち
は
た
た
か
っ
て
い
る
。
悪
い
方

に
歩
み
を
そ
ろ
え
て
も
ら
い
た
く

な
い
、
と
思
う
。 

今
後
も
こ
う
い
う
学
習
の
機
会

が
あ
れ
ば
参
加
し
て
中
国
の
実
態

を
知
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。 

 

坪
井
あ
き
子 

 

程
を
た
ど
っ
て
い
る
。
「
社
会
主

義
」
を
め
ざ
そ
う
と
す
れ
ば
い
ろ

い
ろ
な
問
題
、
矛
盾
が
生
じ
て
き

て
い
る
。 

中
国
に
は
「
相
続
税
」
が
な
い
。

農
民
は
死
亡
に
よ
っ
て
農
地
を
国

に
返
す
の
だ
か
ら
「
相
続
税
１
０

０
％
」
を
出
し
て
い
る
と
の
見
方
も

で
き
る
が
。
現
在
、
相
続
税
導
入

を
め
ぐ
っ
て
「
大
金
持
ち
＝
資
本

家
階
級
と
、
庶
民
＝
労
働
者
・
農

民
が
階
級
闘
争
を
や
っ
て
い
る
」
と

い
う
指
摘
も
な
る
ほ
ど
。 

今
後
、
政
府
が
ど
う
指
導
力
を

発
揮
す
る
の
だ
ろ
う
。 

 中
国
の
実
態
を 

も
っ
と
知
り
た
い 

 

中
国
は
い
ろ
ん
な
面
で
巨
大
な

規
模
の
国
で
あ
る
が
ゆ
え
に
困

難
・
矛
盾
も
大
き
い
だ
ろ
う
と
思

え
る
。
大
西
先
生
が
指
摘
さ
れ
た

「
目
か
ら
ウ
ロ
コ
」

だ
っ
た
話 

 

「
民
族
問
題
」
、
中
国
で
は
少
数

民
族
に
も
全
人
代
に
代
表
を
送

る
「
ワ
ク
」
を
ち
ゃ
ん
と
保
障
し
て

い
る
。
日
本
で
は
ア
イ
ヌ
族
に
国

会
議
員
の
「
ワ
ク
」
を
保
障
し
て
い

な
い
。 

「
南
沙
諸
島
問
題
」
、
中
国
だ

け
が
自
由
勝
手
に
埋
め
立
て
を
し

て
い
る
よ
う
に
宣
伝
さ
れ
て
い
る

が
、
ベ
ト
ナ
ム
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
も
埋
め

立
て
を
や
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
南

沙
、
西
沙
諸
島
は
１
９
３
０
年
代
、

大
西
先
生
の
お
話
は
、
多
方
面

か
ら
中
国
を
語
ら
れ
、
も
っ
と
時

間
が
ほ
し
い
く
ら
い
で
し
た
。 

ま
ず
日
本
人
が
も
っ
て
い
る
「
中

国
ぎ
ら
い
」
は
悪
い
面
だ
け
を
強

調
す
る
日
本
政
府
・
マ
ス
コ
ミ
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
「
外
」
か
ら
日
本
を

み
る
と
「
異
常
」
で
あ
り
、
こ
う
い

う
異
常
な
国
は
世
界
で
も
珍
し
い

こ
と
・
・
・
・
・
。 

私
た
ち
日
中
友
好
を
め
ざ
す

も
の
は
こ
の
こ
と
の
自
覚
が
必
要

な
の
で
す
ね
。
あ
り
の
ま
ま
の
中

国
を
知
る
た
め
に
こ
う
い
う
講
演

会
で
学
習
し
、
日
中
友
好
の
「
確

信
」
を
も
ち
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

「
憲
法
９
条
を
生
か
す
道
」
と
の
立

場
で
日
中
友
好
運
動
を
進
め
て
い

ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
の
日

程
で
行
い
ま
す
街
頭
宣
伝
に
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案

内
い
た
し
ま
す
。 

と 

き 

７
月
７
日
（金
） 

１１
：
００
～
１２
：
００ 

と
こ
ろ
： 

天
満
屋
ア
リ
ス
の
広
場
前 

行
動
内
容 

今
日
の
新
聞
折
り
込
み
の

ビ
ラ
の
配
布 

連
絡
先
： 

小
林
軍
治 

（日
中
岡
山
支
部
事
務
局
長
） 

０
９
０
‐８
２
４
０
‐
２
０
０
１ 

 

―
あ
り
の
ま
ま
の
中
国
を
知
ろ
う
― 

「中
国
を
知
る
講
演
会
」に
参
加
し
て 

 

日
本
が
占
領
し
て

い
て
、
日
本
の
一

部
と
さ
れ
て
い
た

台
湾
の
高
雄
市
に

編
入
さ
れ
て
い
た

も
の
。
だ
か
ら
今

も
最
大
の
島
「
太

平
島
」
に
は
台
湾

の
軍
隊
が
駐
留
し

て
い
る
こ
と
。 

経
済
面
か
ら
い

え
ば
中
国
に
は
資

本

家

と
、
労

働

者
・
農
民
が
「
存

在
」
す
る
資
本
主

義
国
で
あ
り
、
そ

の
発
展
の
歩
み
は

日
本
よ
り

４０

年

お
く
れ
て
同
じ
過

大
西
広
教
授
の
講
演 

「今
の
中
国
を
ど
う
み
る
か
」を
聞
い
て 

 

現
代
中
国
ウ
オ
チ
ャ
ー
を
自

認
す
る
私
が
、
大
西
教
授
の
講
演

を
聞
い
て
既
読
の
こ
と
新
し
い
知

識
を
得
た
こ
と
を
ま
ず
述
べ
た
い
。

既
に
知
っ
て
い
た
知
識
と
し
て
は
、

新
中
国
建
国
以
来
の
少
数
民
族

問
題 

の
対
応
と
政
商
会
議
へ
の

参
加
枠(

日
本
の
入
管
の
差
別
行

政=

帰
化
を
迫
る
や
り
方
と
の
比

較)

の
す
ば 

ら
し
さ
。
中
国
人
民

政
府
の
特
に
不
動
産
・
土
木
・
建

築
分
野
で
腐
敗
汚
職
、
手
抜
き
工

事
、
偽
装
氾
濫
な 

ど
の
実
態
、

習
近
平
体
制
の
腐
敗
撲
滅
運
動

の
実
態(
香
港
の
自
治
や
民
主
的

弁
護
士
の
弾
圧
も
含
め
た) 

で
あ

る
。 都

市
戸
籍
と
農
村
戸
籍
問
題

(

農
村
か
ら
の
出
稼
ぎ
労
働
者
の

実
態
な
ど)

は
、
こ
れ
ま
で
も
詳 

盧
溝
橋
事
件
８０
周
年 

 

街
頭
宣
伝
の
ご
案
内 

 

１
９
３
７
年
７
月
７
日
、
北
京

郊
外
の
盧
溝
橋
付
近
で
夜
間
演

習
中
の
日
本
軍
が
実
弾
射
撃
音

を
聞
い
て
、
中
国
軍
に
攻
撃
さ
れ

た
と
し
、
戦
闘
に
な
っ
た
の
が
盧

溝
橋
事
件
で
す
。 

日
本
軍
は
、
こ
れ
を
機
に
中

国
全
土
に
侵
略
戦
争
を
お
し
す

す
め
、
中
国
の
民
衆
に
言
語
に
絶

す
る
苦
し
み
を
与
え
ま
し
た
。
そ

し
て
、
１
９
４
５
年
８
月
の
敗
戦
ま

で
に
、
中
国
人
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
の

人
々
約
２
０
０
０
万
人
、
日
本
人

３
１
０
万
人
の
命
を
失
い
ま
し
た
。 

今
年
は
、
こ
の
盧
溝
橋
事
件
か

ら
８０
周
年
の
節
目
の
年
で
す
。 

岡
山
支
部
は
、
日
中
不
再
戦
は


